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解散･総選挙にあたって
2014年11月22日

阿部治正

時代は歴史的な転換点に立たされています。

私たちは、これまで似たようなことを語ったこともありました。

しかし、現在の局面は、これまでの状況とは次元が異なります。

秘密保護法の強行と実施、集団的自衛権行使容認・関連法整備、憲法明文改憲の狙

いのあけすけな表明、極右がごっそりと入った内閣。その背景には、台頭する中国や

発言力を増す韓国、米国のパワーの相対的減衰と世界の大国間の力関係の大きな

歴史的な変動があります。安倍政権は、そうした環境の中で、ナショナリズムに自己

陶酔し、中韓へのコンプレックスの混じった対抗心をむき出しにし、戦争する国家をめ

ざすという、歴史の教訓を忘れたもっとも稚拙で危険な道を突っ走り、戦後世界秩序

＝戦勝国体制への子どもじみた反発さえ示してきました。

アベノミクスと呼ばれる経済政策も、今日の日本が大きな歴史的な壁にぶち当たっ

ていることを明らかにしました。安倍政権は、これまでの日本の保守・自民党政治が

行ってきた経済政策のすべてを、なりふり構わずよみがえらせ、大規模に実施、ある

いは実施しようとしましたが、これらのすべてが経済の活性化と国民の暮らしの改善

に無力であること、むしろ逆効果でしかないことを曝露してくれました。

まず、「異次元金融緩和」と大見得を切った、市場にジャブジャブマネーを注ぎ込む

大規模な金融緩和策。これは逆に円安と輸入物価値上がりを招いて中小零細事業者

の経営や庶民の暮らしに打撃を与えました。円安効果が謳われた輸出中心の自動車

産業などへのテコ入れ効果も、微弱で長続きしないものであることが証明されまし

た。株や債権や為替を取引して不労所得を得ている業界や富裕層も、ミニバブルで

儲けたのはつかぬま、金融商品の乱高下に翻弄され、惨めな道化役を演じさせられ

ています。

つぎに、機動的な財政出動と称された、公共事業の大盤振る舞いや個人への現ナマ

給付などのバラマキ政策。慰労金のような雀の涙ほどの現ナマ給付があったことな

ど、既にほとんどの人が忘れています。公共事業大盤振る舞いは、経済活性化にとっ

て全く効果が無いばかりか、建設資材の高騰などの中で自治体などによる多くのイ

ンフラ整備、建設事業を立ち止まらせ、困難に追い込んでいます。それよりも何より
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も、すでにＧＤＰの2倍を超える借金を抱えた国家財政にさらに大きな負担を押しつ

け、そしてそのことへの鈍感と無関心と無責任の蔓延に拍車をかけ、将来の財政破

綻へと突っ走っています。

これこそがアベノミクスの目玉だとうそぶいた、産業競争力の強化の策も、岩盤規

制をドリルで粉砕するなどと威勢の良い言葉が宙を舞う中、結局は経済の強化や国

富の増大とは何の関係もなく、逆効果しかもたらさない、カジノの振興に漂着。そし

て雇用のルールの更なる大改革＝働く者への一層の搾取強化という手っ取り早い利

潤回復策に帰着しようとしています。

そして、福島原発事故の収束の見通しすら全く立ってなく、毎日毎日、多くの労働者

や被災地住民が被曝し続けている現実を顧みないまま、原発の再稼働。福島の住民

には、２０ミリまでは安全だから帰還せよ、帰還しないものにはペナルティーだ、関東

汚染地帯の住民のことなど知ったことかと言わんばかりの、いのち無視、健康無視、

原子力ムラの延命と再興のための、人でなし政治。

こうした安倍政権を、衆院選を通して再信任してしまうなどと言うことになれば、日

本は歴史の転換点を最悪の方向に向かって跨いでしまうことになります。戦争する

国、国民の民主的権利がこれまで以上に乱暴に踏みにじられる国、格差と貧困が蔓

延する国、その暗い世界に上に、一部のエリート政治家・官僚・スーパーリッチ・治安機

関や軍人がのさばる国に転落してしまいます。

様々な困難が待ち構えていますが、困難は戦いから逃げる口実にはなりません。戦

いの意思を示し、頑張るぞと声をあげれば、必ず各方面から望まないリアクション、様

々な勢力との軋轢、そしてもっともやっかいな内部からの消極論が出てきます。困難

だ、難しい、そんなのは問題外だという声に対しては、それはどういう困難、どうい

う障害なのかと言うことを具体的に示させ、それは本当に解決不可能な問題なのか

どうかを具体的に検討し、具体的な解決策をともに議論をしていけば、必ず突破され

るはずです。

こんなに重要な歴史的な局面と情勢の中で、それでも腰を上げない国民、戦かおう

としない政党には、惨めな末路が待っているだけです。それは、他の誰のせいでもな

く、自分自身の責任です。

大衆行動と総選挙を通して、安倍自民党政権の再組織化・長期政権化の思惑を打ち

破りましょう。


